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﹁
デ
マ
ン
ド
︵
需
要
・
請
求
︶

バ
ス
﹂
と
は
、
利
用
者
一
人
一

人
の
要
望
に
応
じ
、
経
路
や
時

刻
な
ど
を
変
え
て
運
行
す
る
バ

ス
で
あ
る
。
自
宅
前
か
ら
希
望

す
る
医
療
機
関
ま
で
送
迎
す

る
な
ど
、
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
の
増
加
、
経
費
の
節
減
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

近
年
、
新
た
な
公
共
交
通
と

し
て
、
こ
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等

の
運
行
形
態
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

●
石
岡
市
の
例

　

石
岡
市
は
、
平
成
17
年
10

月
に
八
郷
町
と
合
併
し
、
人
口

11
万
、
面
積
は
玉
村
町
の
約
10

倍
の
市
で
あ
る
。

　

市
内
の
交
通
不
便
地
区
の
解

消
と
移
動
制
約
者
の
移
動
手

段
の
確
保
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
の

フ
ル
デ
マ
ン
ド
型
﹁
乗
合
タ
ウ

ン
メ
イ
ト
﹂
を
運
行
し
て
い
る
。

　

玉
村
町
が
運
行
し
て
い
る

﹁
た
ま
り
ん
﹂
は
、
利
用
者
が

極
め
て
少
な
く
、
費
用
対
効

果
に
疑
問
符
が
つ
く
の
は
否
め

ず
、
利
便
性
の
向
上
と
、
よ
り

多
く
の
利
用
を
促
す
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
マ
ン
ド
化
が
必
ず
し
も
利

用
増
、
経
費
節
減
の
切
り
札
に

な
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
利
用

者
に
は
大
変
優
し
い
運
行
で
あ

る
。

　

今
後
、
町
で
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

天
狗
岩
用
水
は
、
１
６
０
４

年
に
当
時
の
総
社
︵
現
在
の
前

橋
市
総
社
町
あ
た
り
︶
城
主
で

あ
っ
た
秋

あ
き
も
と本

長な
が
と
も朝

が
、
領
内
発

展
の
た
め
に
開
削
し
た
用
水
で

あ
る
。

　

天
狗
岩
堰
土
地
改
良
区
は
、

４
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
あ
る

天
狗
岩
用
水
を
、
農
業
用
水
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
環
境
用
水

と
し
て
の
多
面
的
な
機
能
も
維

持
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
て

い
る
坂
東
大
堰
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
施
設
の

機
能
診
断
調
査
が
行
わ
れ
、
平

成
24
年
度
か
ら
﹁
基
幹
水
利
施

設
整
備
事
業
﹂
を
実
施
し
、
５

年
間
に
わ
た
り
補
修
整
備
が
行

わ
れ
る
。
工
事
は
非
か
ん
が
い

期
に
行
わ
れ
る
が
、
大
規
模
事

業
で
あ
り
、
工
事
期
間
中
は
長

期
断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
施

設
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
必
要
か
つ
重
要
な
工
事
で
あ

る
。

　

坂
東
大
堰
施
設
の
用
水
は
、

群
馬
県
の
中
部
地
域
の
農
業
を

支
え
る
重
要
な
地
域
資
源
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
多
岐
に
わ

た
る
利
水
者
、
ま
た
利
根
川
を

挟
ん
で
東
西
の
主
要
一
級
河
川

に
注
水
し
河
川
の
水
源
に
な
る

な
ど
公
益
性
・
公
共
性
が
高
く
、

社
会
的
影
響
が
非
常
に
大
き
い

こ
と
か
ら
、
用
水
の
安
定
的
な

通
水
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
市
町
村
へ

の
安
定
し
た
農
業
用
水
の
供
給

に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

当
委
員
会
は
、
２
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
茨
城
県
石
岡
市
と
埼
玉
県
加
須
市
を
視
察
し
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
２
月
12
日
に
天
狗
岩
堰
土
地
改
良
区
を
視
察
し
、
現
況
と
新
年
度
に

お
け
る
主
要
計
画
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

利
用
者
の
増
加
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

﹁
デ
マ
ン
ド
バ
ス
﹂
を
調
査

総
務
常
任
委
員
長　

柳
沢　

浩
一　

経
済
建
設
常
任
委
員
長　

川
端　

宏
和　

農
業
を
支
え
環
境
用
水
の
機
能
を
持
つ

天
狗
岩
用
水
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玉
村
町
通
級
教
室
は
、
こ
と

ば
や
学
習
に
困
難
が
あ
る
子

ど
も
、
行
動
や
人
と
の
関
わ
り

に
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
に
対
し

て
、
一
人
一
人
の
教
育
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
目
標
を
設
定

し
、
自
立
活
動
を
中
心
と
し
た

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
３
歳
以

上
の
幼
児
と
小
学
生
が
対
象
で

あ
り
、
現
在
は
１
１
６
名
の
子

ど
も
が
通
っ
て
い
る
が
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

適
応
指
導
教
室
は
、
不
登

校
児
童
生
徒
を
集
団
生
活
へ
促

し
、
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
援

助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
不
登
校
児
童
は
、
平
成
22

年
度
は
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て

12
名
だ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度

は
５
名
に
減
少
。
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
。

　

通
級
教
室
・
適
応
指
導
教
室

で
は
、
特
色
あ
る
指
導
や
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
。

　

通
級
教
室
は
、
指
導
室
の
不

足
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
狭
さ
、

天
井
の
低
さ
等
が
目
立
つ
。
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

指
導
室
の
増
設
や
、
運
動
が
で

き
る
校
庭
等
の
環
境
整
備
が
望

ま
れ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
通
級
教
室
は

中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
は
通
級
教
室
を
設
置

し
、
続
け
て
自
立
活
動
を
支
援

で
き
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

　

適
応
指
導
教
室
は
、
学
習
に

集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
の
施
設
の
改
善
や
、
充
実
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
体

勢
を
早
期
に
見
直
す
よ
う
要
望

す
る
。

　

当
委
員
会
は
、
３
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
通
級
教
室
及
び
適
応
指
導
教
室
︵
ふ
れ

あ
い
教
室
︶
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

桜
も
咲
き
始
め
た
３
月
26
日
、

高
崎
市
議
会
と
玉
村
町
議
会
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
関
越
自
動
車
道
と
東
毛

広
域
幹
線
道
路
︵
国
道
３
５
４
号

バ
イ
パ
ス
︶
が
交
差
す
る
地
点
に
、

高
崎
・
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
︵
仮
称
︶
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
の
土
地
利
用
は
飛
躍

的
に
向
上
す
る
た
め
、
高
崎
市
も

玉
村
町
も
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
高
崎
市
副
市
長

の
松
本
泰
夫
氏
か
ら
、
高
崎
市
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

開
発
計
画
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
高
崎
市
側
は
下
り
出
口

と
な
り
ま
す
が
、
各
方
面
へ
の
起
点

と
な
る
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、

日
本
海
や
太
平
洋
の
魚
介
類
・
群

馬
県
産
の
野
菜
を
広
く
販
売
す
る

食
彩
館
︵
仮
称
︶
な
ど
の
建
設
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

高
崎
市
を
取
り
巻
く
交
通
網
は
、

関
越
・
上
信
越
・
北
関
東
自
動
車
道
、

上
越
・
北
陸
新
幹
線
な
ど
、
大
変

充
実
し
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線

は
、
近
い
う
ち
に
石
川
県
金
沢
駅
ま

で
延
伸
す
る
予
定
で
あ
り
、
東
毛

広
域
幹
線
道
路
も
間
も
な
く
全
線

開
通
し
ま
す
。
高
崎
市
は
、
こ
の
恵

ま
れ
た
高
速
交
通
網
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

上
り
入
口
側
と
な
る
玉
村
町
で

は
、
道
の
駅
の
建
設
を
今
後
進
め
て

い
き
ま
す
。
隣
接
し
て
い
る
高
崎
市

と
協
力
し
な
が
ら
、
町
独
自
の
展

開
が
必
要
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

通
級
教
室
と
ふ
れ
あ
い
教
室
の
施
設
改
善
は

早
期
に
対
策
を

文
教
福
祉
常
任
委
員
長　

備
前
島
久
仁
子　

３
26  高崎市議会と意見交換（ホテルメトロポリタン高崎）




